
桑條の利用に關する研究
第1報　伐採枝條の利用に依る稚蠶用桑の育成
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緒　　　嘗

　鑑児の飼料たるべき桑漿を除嚢、桑樹各部分の利用に闘しては從來桑樹の根幹蚊に枝條の幾

分は、木工繍或は細工物材翔室にして使用せられたるも、其の殆ん＆大部分は養懲農家の憩嬰な

る燃料Sして利用せられたり。然るに昭和5年以來の憲綜業不況を契機εし、遽利の牧拾或は

資源造成等の見地より新幌利用に關する研究が盛に行はれ、其の結「Al・用途は漸訟籔大せられつ

つあり。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　今桑樹各部の用途に關する從來の研究を類別して記載すれば大要次の如し。

・　　　　　　　　　　　　　　1，燃　　　　料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹　　　　　　　　　　　　　　（71
　桑條蚊に根幹は從來其のま・燃料に使用せられたるもN渡遇英次郎氏（1931）、籏野陸次氏、
醐糊氏（・93・）、熱鋤場前橋桑園（・93・）課蘇九氏（・9・53～1934）、繹⊥1文瓢（1937）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し22）
其他諸氏は桑株又は桑條の製炭にっき、其の方法蛇に経爾調査等の戚績を報欝せられ、爾ほ瀧
　　　　　　　CB7）
ロ昇氏（Z934）、大須賀友術氏（1936）は、翼窒火熔の塊薪材料NSしての桑株蛇に桑條の利用便値

にっき調査報皆せられfり。
　　　　　　　　　　　　　　　2．　繊　　維　　原　　料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　り
　製紙原料εしての桑條剥皮・或は桑皮製紙に關し縦井縣慧業試験場（1931）、早乙女新一郎氏
　　　　（14）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2｛｝）　　　　　　　　　　　　　　　　く2恥）　　　　　　　　　　　　　　　　L2隻）

（1932）1岡部康之氏（1934）、飯島正胤（1931）、岩根謙氏（1934）、土橋新一氏（1934）等の報告あ
　　　c29）　　　　　　　　　　　　　　　u2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛2s）　　　　　　　　　　　　　　　（L，1）

り・爾鮒蘇瓢（1936）δ。魑正敵ぴ耀篤舐（1932M購1兵衛（1935）潤鰯紙
及び藤田正兵術氏（1935）、見並精一氏（1936）等の諸氏は桑皮の表皮たる澁皮除表の化學的腿理
　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　　　　　　　　　　　（St）
方法につき報告せられたり。此の外安田邦墾氏d929）、渡i醗綱男氏（1938）は剥皮を行はず、慮

接枝條全髄に理化畢的露理を施し、桑條パルプを製出する方法につき研究装表せられたり。

　　　　　　　　　　　　　　　3・　藥品原料其他
ぐ26）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（fS1）

柘植六郎氏（1934）は桑縦より美髪料製幽の方法を礎表し、又渡邊綱男氏（1938）はi桑樹を原料

εして酸化促雌物の製出蛇に毛生液製楚の研究につき嚢表せられたり。

此鰍桑茶蘇鰍して古糊一部畑翻せられ桶のな・も潔ゴ脳氏（・9
31）・仲野公學氏（1933）等は其の製法につき報告せられ、1爾ほ中曾根畏男氏（1936）は桑茶の

浸出液に罰少る組成につき研究せられ、桑棄及び枝條に於ては相當の密養償あるこざを報告せ

り。

　　　ぐおの
　最近井上古之助氏及び橘宏氏（1938）は桑漿の騰藥的敷果に關し研究成績を褒表せられ、糖罎
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病藥及1血．躍下剤ミして蚊果あるこεを報ぜり。

　著者等は上述の研究ε共の趣きを異にし、花許、圃藝栽培方面、li寺に花木栽培に於ける切枝

の促成開花法より想起し、夏秋囎用専用乗園の捌灘吻たる瀞期嚢芽甫町伐採の桑條を利用し、之

を人矯駒に褒芽せしめ、興の保脊する貯藏養分に豫り穿の生育を0豊し、1、2齢獄児の稚獄用桑

を育戒して飼料的便値の研究を行S・ざ共に、桑禁放穫縫の調査を施行し實用的に典味ある試駿

結果を得たるを以て、第一報εして薙に放穫壁を主騰εして伐探桑條の人工螢穿に依る、稚慧

用桑育成に關する研究結巣を報告せんεす。

　本研究に當り恩師上旧猛孫専門撃校遽藤博士よりは多大の御指歎を仰ぎ、叉丈献の渉猟其他

に關し千踏高等園藝理校数授三木泰治、肩川武滲、江口庸雄の諸矯より幾多の御便宜を賜り、

叉研究作i叢に就ては岡僚イ左々木謹三、小由修一、池一ヒ良秋の諸瓜に颯う1懸砂からざるを以てv

藪に深厚なる謝意をi表さんεす。

　　　　　　　　　　　　　　1，試　　駿　労　油

　試験は昭和10年よりtlr：i始し、最初伐探桑條の人工的畿穿方法につ津研究を費ひ、大騰勝期の

目的を蓬成し得べき嚢穿方＄Me知得したるを以て、此の方法に撮り聯期嚢芽醗の伐探枝條を利

用し、稚翼用泰の育戒につき試瞼を施行せり。

（1）人工護i芽力法
　伐探枝條の入工獲芽法は疏菓、花ヂト等の栽土餓こ使用せらるる簡易なるフレームを利用せるも

のにして、其の要領i次の加し。

　　　　　　　　　　　　　　　1．　プ　レPtム　の構輩

　内則幅1，0米、長さ2・7米の廣さSし、深さを地表面よりQ・3米掘り下げ、北側を士也表面よわ

0、4米、南側を0，1米上げて勾配を附する様にして、摩さO・ユ米のコンクリta・ト壁を以て園みたる

ものにして、其の上に取外し自由の硝子声4枚を蚊ぺて覆こせり。禽ほ高灘防山の設備Sして

フv・．一ムの上方約1，0Mltの箇厨に簑子を張り簿る様にし、必要に慮じ使用するこε言せり。

　　　　　　　　　　　　　　　2，伐探枝條の植付

　枝條の植付に先立ち長さ0・9米・幅0。6米・深さ0・1米のトタン箱に溝洗せる細砂を2糎内外の’

厚さに入れ、砂面を僅に超ゆる程農に清水を注加してフレーム内に牧め植付床ざせり。

　供試枝條は植付直前慕部蚊に先端を夫々15纐内外聾除し・莫他の部分を所定の長さに切断

し、8糎ZF方内外に1本宛程度の割合を以て基部を砂中に挿入し直立せしめ、植付を了しプレ

…一 ?ﾌ上面に禰子戸を覆ひ置けるものミす。此の楊合枝條の植付が密植に過ぐる芝きは生育せ

る桑葉は貧小ミなる嫌あり0

　　　　　　　　　　　　　　　　3，管　　　理

　低温時に於ては毎臼夕刻より翌蘭暖氣の加はる箔硲子戸の上に菰叉は厚莚を覆ひ、周中は之

を除去して硲子戸を遊して日照を翼へたり。伺ほ床内察氣乾燥する揚合は、芽の生育不良なる

を以て漁度を多からじめ、且床内の温慶高きに過ぐれば之叉生育不良なるを以て外1氣25℃以上

に昇るが如き揚合は、前記の如く準備せる蟹子を張り・日照を制隈して床内温度の上昇を防止

せり。’

　枝條の植付床たるトタン箱内の細砂及び清水は日を維るに從ひ塾芥の混入、或はアホミドロ

の磯生等に依り不潔εなり、從つて枝條の水揚を不良ならしめ、芽の生育に支障を來すを以て

1週間内外御に別に準備せる溝潔なる細砂S取り替へ、清水を注加して極力床砂を清浮ならし

め、且つ芽の脱苞以後は緑臼1　1亘i枝條に灌水せり。
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（∬）　試験圃蚊に供試材料

　伐探枝條の人工嚢芽に依る芽の生育状態を調査し、雅獄月1桑εしての實用性を知らんが僑め

i次の6項目につ嚢試瞼せり。

　　　　　　　　　　　　　　1・試験圃の内容

　　　　　　　　　　　　　（1）　桑晶種ざ芽の生育言の關係

　長野縣桑奨励品種中の代表的6品種（品種名は供試1巧斜の項に記載）につ＄s封｛の生育状態を

調査せり。

　　　　　　　　　　　（2）枝條切断の艮さS芽の生育ざの闘係

　枝條至鯉を其のま・植付くる揚合は、獲豹k育不齊にして枝條は或る程麗の長さに切噺して

植付たるものが1生育良好なるこざを豫備試験に於て知り得たるを以て、其の内比較的濾當な

りε認めたる切圃條長30糎及びz5糎の畠嘔につき芽の生育状態を調査せり。

　　　　　　　　　　　　（3）　枝條の部位S芽の生育Sの闘係

　株際より伐探せる枝條に於て基部及び先端を約15糎内外勇除しfる盗枝條を上、中じ下に3

分し、共の各部に就て芽の生育釈態を調査せり。

　　　　　　　　　　　（4）枝條の伐榊寺期ざ芽の虫脊Sの闘係

　i春期畿芽前に於ける枝條の伐搬晴…期が芽の生育に及す影響を知らんが爲、枝條の伐探を3月

下旬、4月上旬及び4月中旬の三期に分ち伐探後薩ちに所定の植付を行ひ、芽の生脊駅態を調

査比較せ砂。
　　　　　　　　（C）伐操後に於ける枝條の貯藏ミ芽の生育εの關係

　伐櫟後の波條を15～17日間貯藏せるもの及び25～30日間貯藏せるもの蚊に金然謄蔵せざるも

のの3琶を設定したるも、本試強の如く一一・定期間の貯蔵を目的Sする試験に於ては、枝條の伐

操を同隣に行ふ霊きは各試験麗の植付時期を異にするこミざなe）、叉植付9寺期を岡一ならしめ

んには枝條の伐探時期な異にせざるぺからざるを以て、嚴密なる意味に於ける貯藏の影響のみ

を知るこε不可能なるも、極力此の關係を窺知せんが爲次の如き計醗に依り、爾脅の成績を鋤

比綜合して攻究するこεεせり。

　第一試験供試材料の植付嗣明を同一ならしめんが爲・枝條の伐探噂期を異にしEli定の貯藏

を行ひ、之を供試材料Sして試瞼を施行せり。

　第二試験枝條の伐搬辱期を同一にし所定の貯藏を行ひ、植付時期を異にして試験を施行せ

り。

　供試材料の貯蔵は畏野縣藪業試験場上田支場に於ける桑穂木の貯戴揚所にして、幅1．2米混

さ2，0米、深さ1・5米の土轡に北醐を出入口εして地上1・0米の高さより、地面に至る三方傾斜

の藁騒根を附したる揚厨に枝條を牧容し、其の上部に藁屑を0，3米内外の摩さに覆ひたるもの

及び桑園の一隅に穴を掘り、此の内に埋蔵して地lt　O・3米内外覆土し置けるものの爾者を探用

せり。

　　　　　　　　　　　（6）　枝條の存置芽撒si芽の生育言の關係

　枝條に着生せる多数の芽を其のま・存置する隙は・芽の生育不良なるこεを豫備試験に於て

認めたるを以て、此の關係を一暦明瞭ならしめんが爲、所定の長さに切断せる枝條につき上部

に1芽よりtl芽R”Se存置せしめ、爾鯨の芽は之を除去したる4試験匿を設定して芽の生育状態

を調査珍わ。

　　　　　　　　　　　　　　2・供　　賦　材　料

　　　　　　　　　　　　（1）　供試材料の種別蛇に取扱

上述の試瞼項目別供試材料の積別及び其の取扱は抵表の如し。
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試　験　項　目

（・）盤響あ辮

温　　　別　　供試桑品種’ 試験　枝條伐操
悶次　嘩月日

6　　　　城

輻島大葉、伊逮市苓

島ノ内、創　　狩

一ノ瀬、扶桑丸

1　　11．3．23

∬　　11，3，23

皿　　1ユ，4。10

　　枝條切断の」藁　　　3　0　糎　職
（2）　さと芽の輩k育

　　との關係　25糎賊

　　枝條の部位と
（3）芽の生育との
　　關　　　係

　　按條の伐探時…
（4）　期と罫の生育

　　との關係

　　伐操後に於け

（5）鐸塊鞭
　　の　闘　係

　　枝條の存蟹芽
（6）　敏と芽の生育

　　との關係

瀾恥大葉、伊建市準

隔ノ内、創　 特

一ノ瀬、扶桑丸

1　　11，3，23

皿　　1ユ。3．23

皿　　1ユ，4．10

．h　部　照

中　部　田

下　部．臓

爾勘大葉、伊蜘幽宝

島ノ内、創　 抽

一ノ瀬、扶桑丸

1　　コ1，3，23

1［　　　　　1ユ，　3．23

1匠　　ユコ，4，10

3月下筍1鑑

4月上旬甑
4月中旬1臓

瓢　鳩　穴　葉

…　　ノ　　瀬

1

亙

11，3．23｛

1ユ，4ほ0

12，3，20｛

12，4，4

12，4、ユ9

第

1
11，4．10oユ1．3，23

嶋 無姓脚観 圃　　酷　大　葉

K 12，4．4o12，3．20

工6一ユ7日圃 12，4．19

試 25－30口1置 一　　　ノ　　　瀬
皿 工2，4，4

12，3．20
瞼

IV 坦，4．ユ9o工2，4．4

第

二無跡磯臓
　15～17印賦

試25～30日磁

験

綱　島　大　葉

一　　ノ　　瀬

1　　ユ1，3、23

皿11．4、10

皿　　12．3．20

IV　　　　工2，　4，　4

1　芽　 臓

2　芽　 麗

3　芽　歴

4　芽　 眩・

鵬　騰「’大　葉

一　　ノ　　瀬

1

皿

N

IY

11，4．10

12．3．20

12，4．4

ユ2，4，　19

枝條植付

年月日

11，3．23

11，4，ユ0

1T，4，10

11，3．23

11，4．10

11。4、10

1工，3，23

ユ1，4．10

11，4。ユ0

ユ1、3．23

1コ，4講o

ユ2，3，20

ユ2，4・，4

コ2，4．19

11，4．10

ユ2，4，4

工2，4，　19

ユ2，昼，4

　　セ：1，3．23｛

11，4，　10

11，4．　10｛

11，5，6

ユ2，3，20｛

12，4，4

12，4，コ9

12，4，4｛

ユ2，4．19

ユ2．5。4

1ユ，5，6

12，3．20

12，4，4

ユ2，4，ヱ9
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　　　　　　　　　　　　　（2）　供試材料の調製蚊に鍬最

　供試柑料は所定の期日に於て株登艘の枝條を伐探し、細條及先端の枯タビ甚だしき異状枝を選

除し、正状のものにつき長さ約30樋内外に切断し、之を諦℃駿匠毎に一占1！種5～10本の範圃に於

て同一藪飛を使用せり。爾ほ各嘔に充當せる供試材料は同一株の枝條を均等1こ分配し、試験繰

差を少からしむるここに努めナこり。

　　　　　　　　　　　　　（HI）　調　　査　　労　　淡

　供試枝條に於ける獲芽の逓速、生育｝伏況及び牧穫量を調蹴し、是等の事項を綜合して稚獄用

桑に饗する伐探枝條の實用性を’団定するこεざせり。

　　　　　　　　　　　　　　（1）獲芽の懸遽
嚢芽階梯を）馳、熱1、第1牒～第3蹴麗o）5階段に別ち・欄’後各階梯に幾す磁の

日鍬を調査せり。然れ共枝條全部の調くにつき之を言氾載するこεは、煩肇偉に流るる嫌あるを以て

成績表に於ては供試枝條の上部2穿に蜀する中心範園の臼激を言氾載せり。

　　　　　　　　　　　　　　（2）　1　芽別生育」リミ詑兄

　枝條金部の芽にっき其の虫育が腕苞～燕口程凌に」li：まりたるもの及び1用端せるものに於ては

第1開葉より、’第5開無迄の5階段に別ちて其の罫獣を調査し補剰合を弊出して紀載せり。

　　　　　　　　　　　　　　（3）　牧　　　　穫　　　　歪1セ

麟脚瀕姓育1翻こ漁諦齢鵬勝眺献の梅撒朧し灼溜めたる時　跡灘
芽全部を探取し、全芽量蚊に正藁韻：を訊q謹するε共に・豫め供試材料餅i鮒薩繭に秤蹴し置け

る枝條量に饗する金甥肇及び正葉傘を箪出し、相蜀的牧穫轍なも比較せり。

　　　　　　　　　　　　　　II．試　験　成　績

　　　　　　　　　　　　（1）桑品種と芽の生育との關係

　　　　　　　　　　　　　　　1．　嚢　芽　の　遅　i速

醐燦燃曜蜘畷髄力・ならざるも・開酬1に入り生龍み・鄭縢迄の鰍は
供試6品種中最も短縮せられ生育遽なるものεす。伊蓬市李及び創持の2晶種は睨毬及び燕口

程晒の初粧育艦なるもs　ls｛1・の御こ於噺獺灘なり沸3膜脚日藪｛燗蹴鄭
大差なきか、或は時…に却て爆るるこεあり。

　詔ノ瀬及び扶桑丸は畿芽概して逓れ・第3開葉迄の生育日藪は鞭島大葉より2～3日遽延し、

島ノ内は更に邊れ・瓶島大藁より4～5日選延せり。

　　　　　　　　　　　　　　　2．生　育　状　況

　鵬大熱蹴苞乃至櫛程度1：て蜻の停止せ疎縢芽最砂く・然も4～嘆以上縢せ

る生育権良の芽撒多しo

　イ纏〒1体及び島ノ内1謙開粟芽馳多く・特に期傾向は島納に大なり・而して此の㍊古

種繭期灘も概ね2難度眺のにして・他の1鞭に比較し生謝しく伽ものなり・蓋
し是等の晶種は花芽の霧生多曹が爲・貯藏養分は生育の早當花穿1二溝費せらるる塵大なるに因

るものならん。

　創持は未開漿射ヒ較的少く、獲勢｛の勧期に於ては生育良好なるも開鷹期に入り∫1三育嚢へ・鷲

つd．e5　ik開蘂の生育佳良なるものに於ても薬身の展紳不良なり。

　－z瀬は未開藁芽敷幾分多きも、花芽を着生せざる枝條に於ては生育良好にして4．5焚程度

の生育旺盛なる芽鍬は瓶島大漿にy7〈いで多きものなり。
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　扶桑丸は未開漿芽比較的少く、3．4漿迄の生育良好なるも其後に於ては℃棚島大葉或は一ノ

瀬に及ばず。

　　　　　　　　　　　　3．　J｝t＞（　　穫　　　：疑

（1）　余　　芽　　超：

　粂芽の維蜀鍛は福島大葉殻も多く扶桑丸、劒持、一・・一ノ瀬の3晶顧1ま中位にして、伊耀市Zl£、

島ノ内最1も少し。

　供試枝條量に鋤する全芽傘に於ては、福覇大鷹及び愈1持の2品種は各々10％強を示し、扶桑

丸及び一一ノ瀬は7・8％内外にして荷町者に1｛巨ぎ、伊遽市2臥島ノ内は5％弧にして供試61砧種中

全穿摩最小なりO

（2）　正　　葉　　、lll：

　正漿の縄鋤燈は企芽：lil：に正比例するも、創持は例外にしてユE鍛蟻の少由伊遼市Zドミ略々同一

にして最も多き薦島大漿の3分ノ1程度なり。島ノ内は供試6品櫓il正葉轍最少なG）。侮ほ・一・・

ノ瀬及び扶桑丸は略々岡樫度にして、爾局大藥に瓶ぎ正漿髄多唐ものミす。

正藥摩は稿島大漿、扶桑丸に最大にして4％以上を示し、一・ノ瀬の3％、伊燧市耶及び創持

の2％・酷ノ内の1免賜の順位に減少せり。

今是等の試瞼成繍i表を示せばi次の女『1し。

　　　　　　　　　　　第1衷　機穿及び∠k育

　　　　　　　　　　　　（1）　昭和11年3月23周植・付

濡〉＼　　項日
lll

阮ｼ　　＼一・一＼

圃　島　大　i購

伊　 逮　 市　 2拝

勘　　ノ　　内

創　　　　　持

一　　ノ　　瀬

挾　　桑　　ゴtS

晩　　葱

臼　　日

ユ7～20

ヱ7～20

22～24

16～ユ9

19～・22

ユ9～22

燕　　1二1

ヱ8～24

20～24

24～26

工8～21

22～25

21～24

策1閉葉　　錦2闘葉　　錦3囲粟

　　　　　　　　　　　25～2822－－26

2並～27

27～2駐

22～25

25～29

26～28

23～27

2石～2s

29～31

24～27

27－39

28馬一3⊃

26～28

31～3露

26～盤1

28・－31

29～31

（∬）　昭和11年4月10日植付

癒∴生
薦　1島　大　葉

伊　建　市　卒

島　　ノ　　内

創　　　　　持

一　　ノ　　瀬

扶　　桑　　丸

脆　　萄

1♂＿1ぎ

13～17

17～21

ユ3～15

17～19

コ5～16

燕　　口

18～23

21～23

23－・－25

15～19

1s～23

21～23

第1開葉

22～25

24～27

26～3D

17酎21

21～25

24｝27

第2閉葉

24～27

29～31

29～27

2（；一一30

27～舗

錦3開葉

26～29

28～a1

28～31

28～30
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第2表　　開漉刑i穿撒歩合（％）

〉＼一頚日
n”嵂ｼ＼

幅　島　火　葉

伽　擁　市　軍

島　　ノ　　内

創　　　　　撞

一　　ノ　　瀬

扶　　桑　　丸

調…霞芽数

205

［174

155

ユ76

195

174

監割第・際

副IP．・7
5ユ．51　　ト　　　24，71

69曾68　　1　　　11＿G1

2S．98　　　　　　1S，75

3，7？95 @　1　　　16，92

22，99　1　　ユ6．09

　　　1

第2開葉

ユ0，7霧

9．77

ヱO．79

ユ7，61

19，49

22．41

第3開葉　　第4開葉

，B．66』7．2・．

s・°列　　6・・n2

7．74　　　　　0。00

22ユG　l　10，23
　　　　
コ1．791　11，2S

　　　　
252旧1　ユ3．22

　　　1

策50縢

17S6

O，00

0．00

2。27

既57

O，OQ

鎌13表　　牧　　　穫　　　母（i封1條李均）

命＼項同
開糠名『＼＼、

篇　島　大　葉

伊　建　市　ユF一

島　　ノ　　内

剛　　　　　持

一一@　ノ　　瀬

扶　　桑　　丸

供　試

枝條驚

21．76

17．12

　17。40

1　ユ6．63

21。61

20，56

牧　　　穫　　　漁

窒芽鵬墨並墨ほ直数Pt

2．3芽

0，92

⑪，87

1、70

1，59

ユ、go

o．9費

0，3G

O，12

O．31

0．66

0．84

100．0

39．7

37．5

73，3

68，5

77。6

コ00，0

37，9

12．6

32。6

69．5

SS．4

収　　　穫　　　寧

ユo，諮

5．37

5，00

ユ0．22

7．36

S，76

4，3學

2．04

O、6｛

ユ，s6

3．e6

4，09

100，0

50，4

46．9

95，9

69，0

s2，2

100。0

4G，7

15．S

42，（1

70，0

93，0

（ID　枝條切断の長窃と芽の生育との關係

　　　　　　　　　　　　　　　1。　褒　芽　の　i避　i速

　旛島大漿及びndノ瀬の2晶種を供用して試験せるに、爾品種共に30糎賑は25糎嘔より獲芽幾

分早く、徒って3麟1迄鯛こ畑鍬1ま1．2日短縮せり。

　　　　　　　　　　　　　　　2，　生　　育　　状　　況

未開鱈は島ノ内、一ノ淋扶桑の現満種に於ては2礪麟り30離に多く繭島大t，）伊

縷市軍、創持の3品種に在りては前番ε反勤にして25纐画に未開準芽多し。侮ほ鼠3漿開蘂程

度の芽藪に於ても或は4．5漿開鍛以上の生育良好なる芽藪に於ても、25糎擁ざ30糎嘔Sの閥に

は一一定の傾向なく、從つて差異を認め難し。

　　　　　　　　　　　　　　　3．敗　　穫　　・蹴
（1）金　　芽　　量

　全芽の縄饗燈は鵬ノ内に於て25糎匪が30糎匠より僅に多きのみにて、他の5晶種は30糎甑に

多く、從つて李均成績に於て30楓麗は25糎嚥より指獄に於て12を増加せり。

　枝條量に謝する全芽牽は縄封蚤の揚合ミ其の傾向を異にしb掃蓬市準に於て30糎嘔が25糎蔑

より大なるも、他の5晶種は25糎麗に大なり。

（2）正　　葉　　量

　正葉絶圏彊二は各晶種を通じ30糎麗に多く、正蘂傘は一ノ瀬に於て30糎鼠が25糎匠より穂々小

にして、扶桑丸は爾蒋間に殆んさ麗異なく、他の4品種は敦れも30糎臨に於て正葉傘大なり。
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　要するに全芽及び正葉共に凱縄量は25糎嘔より30糎1超に多くM金穿傘は30糎嘔に小にして正

葉傘は30糎に大なり。

　今是等の試験成績表を示せば欽の如し。

　　　　　　　　　　　　窮1表　畿穿及生育
　　　　　　　　　　　　　（1）　昭和1駒三3月£3日植付

〒㌃＝ミーマ篇「π第・藤｝㎜縣轟藤
　　　　　　　　　　；．1　　日
　　　　　　25　　20～24
爾島大葉
　　　　　　RO　　コ7～21

一　ノ　瀬
25

30

23～25　　　25～27　　　％～28　　　27～80

1S－－22　　　22～26　　　23～27　　　25～30

19～23　　　　　　　22～26　　　　　　　26～30　　　　　　　27～30　　　　　　　30一Lr32

ユ9～22　　22～25　　　25～29　　　2s・｝30　　　29～21

　　（∬）　昭和11年4月10臼植イ寸

いて7……礪…一”’’”“……’“”t……’…『丁……』岬『…一…剛…碑…』…臼”t…………

　澱　1’＼．一．．　閂　脆　琶　燕　　P3　第瑠】葉　第2開葉　第3開葉
　　　別　”國＼一．一、

　　　　　　25
隅島大葉
　　　　　　3⑪

一一 @ノ　瀬
26

BO

・農・ヂ・・一・・i・1－…

15－・8ユ8－23 ｢2－25

ユ7～20　　　23・－25　　　25～28

ユ7岬19　　　18－23　　　21～25

　　　　　　　　t

第2表　開漿別芽数歩合（％）

24～28　　　26～SO

24～27 k26～29

28～31

26｛・30

30・・v33

28～31

㌃＼・璽，繍数脆苑鱗榛
　　別　　、＼＼　　　　燕　口

澗．島大葉
25　　　　　　　98　　　　21．48　　　　13．26

30　　　　　　107　　　　14．02　　　　ユ3．08

伊建市卒
25　　　84　　53．57　　ユ9．05

30　　　　4　　90　　　　48．89　　　　30，00

島　ノ　内
25

30

78　　　　61。54　　　　12、82

77　　　　　77．92　　　　　ユo．39

創　　’　持“
26

30

81　　　　30．86　　　　ユ8．52

95　　　　27．37　　　　18．95

一　　ノ　　瀬

25

R0

9S

X7

35．71

S020

14．29

?X．59

「

第2開葉

13．26

8．41

7．粥

ユ2，22

15．38

6．49

第3開i購

16．33

11．21

14，29

2、22

10，26

．5．20

ユ4，81　　　　　23．46

20。00　　　　　21．05

20．41

18，56

ユ4．29

9，28

第4開葉

24．49

29．91

5．95

6，617

O．OO

O．00

9。88

ユ0．53

11，2滋

11．B4

第5開葉

ユ1．23

23。37

0．00

0．OO

0．00

0．00

2．47

2：10

4，08

1，03
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扶　　桑　　丸

酢ヲζは軍均

2蔭　　　　　77　　　20，78

30　　　　　97　　　24，74

25　　　　　　　5ユ6　　　　37，21

30　　　　　563　　　36，17

9，G9

21．65

コ3．95

19．ユ5

27．27　　　27，27　　　15159

ユ8．56　　　23，71　　　コ1．34

16．28　　　　　　17．44　　　　　　11，63

ユ3β3　　　12，77　　　ユ2，77

第3表　牧　　　穫　　　：敬（蜀1傑耶均）

0．00

0，00

3．94

5、31

∵愈…∴∴枝（傑瓦）鼠

爾　島　大　葉

伊　　謹i　市　　不

島　　ノ　　内

創　　　　　捲

一　　ノ　　瀬

扶　　桑　　丸

　晋卜

　又

　は

’均

蟹　　　数

30糎置をユOO

としての制合

25

30

％

30

ユ8．62

24・，SS

コ6．26

17，99

25　　　　ユ4，．c，s

30　　　　　22．30

25

30

25

30

25

3e

25

30

25

30

14．31

ユ8、G9

ユ8．64

24．57

17，29

23β2

ユ6．63

22．04

75．5

100．0

牧　　穫　　漁　（」己）

奈　芽睡　　葉

2，02

2，62

⑪、69

1122

0．84　　　　　　0．34

1，00　　　　　0、39

o，　，s3

0，73

1，61

ユ．79

1，49

ユ．69

ユ．70

ユ，90

ユ．42

1，62

87．7

100．0

O．07

0，19

収　穫　　幽　（％）

蚕　酬・；・棄

10．83　　　　　｝；，71

10。r）ts　　　　　」tgo

蕎．17　　　　　2．G9

5．56　　　　　髪」7

5，65　　　　　0．4s

3，27　　　　　⑪．8　r／

0，26　　　　　11．％

0，36　　　　　9。59

0，81

0，87

0，46

◎．63

O．44

0．61

72，1

ユOO、O

：，92

1，93

7．99　　　　　　4．35

6、8S　　　　　　　　　…｝．5並

9，83

7、gs

8．45

7．30

エユ5．8

100．0

2．6G

2．64

2，あ2

2．G7

94．4

1（）O．O

　　　　　　　　　　（盃）枝條の郷位と芽の飽育との關係

　　　　　　　　　　　　　　1。嚢芽　の蝿遽
　輻島大漿及び一ノ瀬の供試晶種開に多少の差異あるも1概ね枝條の下部は生育遅く、其の1頃

向は特に磯芽の初期たる脱蔵及び燕口程度迄に顯著なり。上部及び中部の嚢芽は供試品種、狡

條植付時期等の異なるに依り顧々にして一定の傾向を認め難く・從つて大差なきものε見徹し

得ぺし。
　　　　　　　　　　　　　　2．生　育　状　況
　昴種に依り一定せざるも概して下部は未開葉芽多く・且閉漿芽ざ錐も生育不良1：して・ユ、2
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漿開葉租度のもの多し。

　中部及び上部の生育は下部より良好なるも、爾1旺間には差異を認めず。

　　　　　　　　　　　　　　3．　牧　　　穫　　　昂：
（1）　・全　　芽　　量

　全芽の縄封鍛｛よ島ノ内を除く。供試5晶種は上部1こ少くゆ部及び下部に多し。侮ほ中部及び

下部の爾者に在りては、中部の多き揚合ε下部の多き揚合εは晶種数に於て相牛ばい卒均威

績に於て殆ん曹藻異なきものεす。

　全芽傘は絶凱量の揚合ミ趣きを異にし、下部最小にして中部、上部の順に増大し、上部100

に封し中部86、下部66を示せり。

（2）　ユ1三　藥　　：蹴

　正藥紹劉焔：は伊蓬i市Zf　1こ於ては上部少きもs他の5晶種に於ては執れも上部最も多く、中部

及び下部の正簗翻：は穂々1弱瞭を峡くも概して中部に多き傾向を示し、上部100に獅し中部88尊

下部80を示せり。

　正藥牽は伊蓬市李に於て中部が上部より大なるも、他の．5贔種は敦れも上部が鍛火にして中

部之に亜ぎ9、下部最小なり。

　今是等の試駒成績表を示せば次の如し。

　　　　　　　　　　　　　第1衷　 渡　穿　及　生　育

　　　　　　　　　　　　　　（1）　昭和11年3月23目植付

、＼一～＼　項　m
頗　別　　＼＼一＼．

稿　晶　大　葉

一　　ノ　　瀬

上部

中部

下部

上部

呼螂

下部

魔　　萄

1デL2f

ユ9～23

22～25

ユ9～21

18～2＄

20N23

燕　　m

ユ8～23

21～25

24～26

21・一一24

20～25

22－｝27

第ユ開葉

22t－－25

24～27

26～2S

25～2s

2缶｝29

25噸29

第2開葉 策3開葉

＿＿＿＝靴篇翻一
　23～28　　　　　25～29

25・－28

27～30

28～30

2S～30

27～31

27〔．3◎

2S｛－32

．（1［）　昭和11碓4月10日植f寸

3り～32

29－－32

2s櫛32

マ、鋤一一璽ミJ・・苞燕・第・・葉第・醸「騨珂

薦　恥　大　葉

一　　’ノ　　瀬

上部

巾部

下部

上部

巾部

下郁

臼　　臼
ユ5～1L7　　　　　　ユ9－－23　　　　　　2◎～25　　　　　　2盛一29

ユ4～16

15～18

ユ5～ユ8

ユ7一壌0

17～20

1S～21

21～23

23～26

2i－・・26

2，2N26

飢～23

23～鶏3

24榊26

27～30

26～30　　　　　　　2s～32

25～29

26～30

27－－33

29～32

25～30

26～．29

29～s2

29～33

B1－－31

3「1～33



261　　　　・　　　慧　　．縣．1雛　・難　　融　　　　　　　（麟皆b…粉

　　　　　　　　　第2i表　開菓別芽撒歩倉（％）　　．　1・’

㌃㌃…ミ三．繊敬贈第瑠・一璽・開鯛縢錦・購

　　　　　・　上部1　70・』17，ユ4　10．00　8．57　12，86

mB　　，島　　隻大　　　葉　　　　r卜1矧ヨ　　　　　　　　71　　　　　ユ6、90　　　　コ1、27　　　　　コ1，27　　　　　ユ2．68

　　　　　　　下部　　　　　64　　　コ8．75　　　ユ8．75　　　ユ鉱50　　　コ5．63

．ao，OO　　2工．43

29，58　　18，80

21．87　　　　　12．石0

伊　遽　市　亭

上部幽 @62　5S．C6　29．03　n，・、2．R

幅　　58　39．66　25、8⑰　コ7、24

「ド商三　　　　　　　54　　　　55．56　　　　ユ8．52　　　　　9．26

8。06　　　1，61

10．34　　　6，90

5，55　　11。11

　　　　　　　上部
・：昂、，・！　・　内．　中部

　　　　　　　’下部

59　　　　62．71　　　　ユ6，95　　　　　6．78　　　　：1，B．65

5°68ρ゜蜘゜ユαoq　2・°°
46　　　　，90。43　　　　　2。17　　　　ユ0．87　　　　　‘｝、52

0．OO

O．OO

O，00

O、OO

O．00

0．oo

O．00

0．00

0、00

創　　　　　持

上部

¥部

ｺ部

60

U1．

T5

2S．32

f21．瓢

RSユ8

16．67

Q2．95

P6．36

21167

P6．39

P4．55

23．呂3

ﾕ7。87

P4．55

s船

氏D48

H0．9工

Pt @　ノ　　瀬

上部

中部

下部

・68　　　　26。47　　　　20．59　　　　27．94」　　　ユ4．71

65　　　　43、G8　　　　15．38　　　　ユ5．38　　　　13　，85

1’ U2　　　　46．i7　　　　14，52　　　　ユ4．52　　　　　6，45

7、35

10．77

ユ6．13

s，67

0。00

5。45’

2．94

1、54

3，22

・，聯

申部

層下部

30，77　9．23　2卿．’　30・77

ユ8．03　　　　21．31　　　　26。23　　　　22．95

18．ウ5　　　　18．75　　　　20．82　　　　20、83

　　　　　　　上部，、384　35・94．17・ユ8、遡s　17・18

計又は亭均　申部幽　　366　32．79　18、03　16，39　ユ6，39

　　　　　　　下部　　　　　　　329　　　　41。81　　　　工4．55　　　　14、55　　　　10．91

　　　　　　　第3表　牧　　穫　　燈（鍛｝1條亭均）

9．23　　　0．OO

11．48　　　0。00

2〔｝．83　　　0，00

9，BS　　　　　4。69

ユ3，12　　　　　13。28

工4．55　　　　　3．63

＼項tt目
　　　別　＼

帰界・島・大案

ニヒ部

・・ ?

下部

枝”條燈
　（兀）

16。94

21．33

27．16

収穫燈，（冗）

全．芽［正葉

露．24

2，39

2．32

1，14

0．91

0．81

牧　穫　率（％）

論　　i芽

12。04

エユ．20

8．54

正　　葉

6．73

4．27

2．98
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イJl・　蓮　　市　　2鉾

島　　　ノ　　内

彰創　　　　　　抽

一　　ノ　　瀬

扶　　桑　　丸

計

又

は

均

賞　　　　数

．ヒ部を100と

しでの割合

上副

rP部

下部

上部

中部

下蔀

上部

中部

下部

上部

中部

下部

上都

中郁

下部

上部

中部

下部

上部

中部

下部

12．20

16．11

23，05

ユO．72

19，25

20．46

0．72

1。00

1．04

0．97

1．02

0。85

11。9，　1　　　　　　1．46

16．2G　　　　　　1。82

21，物　　　　　　1．82

16．83

20。69

27．80

ユ4．69

20．39

26，59

ユ3，8（

17，，9r）

24，4G

100．0

コ25，9

177“a

1，42

1、54

ユ、81

」、74

1．84

1．s4

コ，43

1．60

ユ．61

100．O

ユ11．9

112．o

025

O．48

0．37

0，26

O。06

0．07

o。39

o．29，

o，27

α65

0，62

0．72

O．99

0、85

0，67

o．61

0．64

O，49

100，0

88，5

SO．3

5．90

6，21

4．51

9．05

5．30

4．lr）

11、26

コ1，19

8。38

8．70

7．44

6X）1

11．84

9．02

6，92

9。80

8．39

6、50

100．0

85，6

66，3

2．05　、

2。gs

ユ．61

2。4fS

O、31

o、34

3．19

［1　，78

コ，24

3．98

3，0Q

2。59

6．74

4．17

2．52

4．19

2．75

1．88

ユ00．0

66，6

44．9

　　　　　　　　　　（IV）枝條の伐採時期と芽の生育との關際

　本試駿は其の目的が、枝條の伐探”寺期の蕪異に依る芽の生育關係を知らんiするにあるを以

て、伐探時期蝕に植付を行へる開係上、供試材料の氣象的坐育環境を異にせり。故に同一供試

晶種に於ても、試験時期の異なるに從ひ當然獲芽生育に蓮速を生ずべきに依り、之が比較は何

等償値なきを以て生育状況及び収穫壁の2項につき記載し、褒芽の邊速に關する調査は繍略す

るこS霊せり。
　　　　　　　　　　　　　　　1．　生　　育　　ltft　況

　3月下旬伐探の枝條は4月上旬伐探の枝條に比し求開葉芽蚊に少撒開葉の生育不良芽少し。

却ち第一同試験に於て礪島大漿の未開葉並に1．2葉聞葵の生育不良芽ε3枚以上囲葉せる生育

良好なる芽撒Sの割合は、3月下旬伐探の枝條に在りては前脅30％に封し後宥70％なるに、4

月上旬伐標の枝條に於ては爾者の劉合全く相傘せり。第2同試験に於ても全く同n・一一傾向にして

欝月下旬より4月中旬遙の範圃に於ては其の時期の遅るるに從ひ、生育不良εなる傾向あり。



28　　　　　　　　　　　　鑑　　　綜　　　雄　　　難　　　器　　　　　　　　　（第’レー巻

　　　　　　　　　　　　　　　2，放　　穫　　量
（1）全　…穿　蚤
　全芽の紹蜀蟄は颪島大葉に於ては、伐撮時期の遽るるに從ひ放穫fll：減少する傾向あるも・一

ノ瀬に於ては一定の傾向を認めず。

　金芽率は供試2晶種共に放績慨々にして明瞭を峡くも、絶蜀工改穫姫の揚合研既ね反蜀にして

伐探晴…期渥きものが全芽牽幾分大なる傾向を示せり。

（2’）　正　　漿　　量

　正葉の縄饗澱は一ノ瀬の第2同試験に於て3月下旬伐採の枝條が仙の2嘔より穂々少きも・

夫れ以外の揚合は敦れも伐探時期の写塘ものが正葉量を堀加せり。

　正漿牽に於ても絶蜀量の揚合ざ同一にして、3月下旬伐探の枝條に共の綿斌なり。

　要するに枝條の伐探時…期ε芽の生育勝摺係ミは、歪芽収穫量に於て幾分明瞭を峡く慮あるもN

！生育状況或は正葉牧穫i量等より考察し、伐探i昨期の早嚢枝1条が生育斑好なるものざ兇倣し得べ

し。

　今是等の試験威績表を示せば訳の知し。

　　　　　　　　　　　　第1表　　開葉別芽藪ル合（％）

＼＼．．　顛　日
罷　別　　へtttt－一一t－＿＿

爾．

島

大，

葉

ノ

瀬

　　3月下旬1｛
　　4月上句

　　3月下旬゜ll　i

　　4月上句

　　4月中旬

　　3月下旬1｛
　　4月上旬

　　3月下旬正｛

　　4月上旬

　　4月下旬

1調査SEtw

23

2d

40

39

38

19

23

38

3S

38

脱　蕉

燕　口

、　8．69

2r）。OO

17．50

ユ7．95

r）O．OO

36．84

52．17

34．21

39、47

34。21

第瑠燦

ユ3，04

8。33

工2．50

12。82

18。43

ユ5，79

ユ3．04

ユ3．工6

工3。コ6

21．05

第2開棄

8．70

16，67

ユ5．00

25．64

10，53

15．79

21。74

21，05

18，42

18、42

螂開葉

8．70

12，50

17、50

28．20

18，42

21．05

4．35

15，79

18．42

21．05

錦4開葉　第5開漿

52．71

25，00

20．OO

10．2G

O．OO

ユO，53

8．70

瓢79

5，26

0．00

8．70

M．50

Z7．ilO

5，13

2、63

0．00

0．00

第2表　牧　　穫　　量（封1條rp均）

0，00

5．26

5．26

㌃＼＼項目
　　　別　　　噛＼＼
　　　　　　　　　＼

　　3月下旬1｛
　　4月上旬

　　3月下旬

豆　　4月上旬

　　4月中旬

校條　鍛
　（Ja）

20．83

22．00

25．93

23．03

19．41

牧　　穫　　澱（ユ｛二）

益　芽睡　葉

2。49

2、23

2．83

X）　．20

2，28

1、07

0．S8

1，28

コ．07

0．S5

収　穫　寧（％）

全　剃髭　葉

ユ1．95

10。14

10．91

9，55

11．70「

5．14

4．OO

4．94　．

4、65

4，3s
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ノ

瀬

　　3月下旬1｛

　　4月上旬

　　3月下旬1［｛

　　’t月一ヒ旬

　　4月中句

19．50

20．17

23，4S

21，1．0

21．20

1．49

ユ．85

1．7⑰

工S9

1．75

O，72

0。65

0．79

0．86

0．S6

7．64

9，17

7．50

8，96

8．25

3，69

3，22

3、36

4．08

4．06

　　　　　　　（V）伐裸後に於け蓄枝條の賠藏と芽の生育との關係

　第1及び第2試験の結襲を綜合的に詠i髭せるも、装芽の爆速に就ては生育中の氣象的翼蟹萢の

同一なる第1試験のみの成績なり0

　　　　　　　　　　　　　　　1・畿穿の逞蓮

　篇勘大漿及び一・ノ灘の供試2品種タζに、無貯藏の枝條1よ貯藏枝條より褒芽閉粟遽かにして第

3開蕪迄の旧数は貯戴枝條に比し2～4fiを短縮せり。而∫して興の日藪は踪藏期閥の長きに從ひ

遅延する傾向あり。

　　　　　　　　　　　　　　　2．　t・1三　育　　1伏　　況

　第1試験に於ては供試品種に依り試験置閥の戒績を異にし、一定の傾向を認めざるを以てni

見貯藏の影響無きが如きも・本試験の供試材料に鋤する取扱を検討するに、所定の婿臓を行へ

る枝條は譲當日数だけ枝條の伐探1削り1早津ものなり。故にGV）に槻るが如く伐探時期の早き貯

藏枝條は・無貯藏の伐探期のi軽きものより生育良姓なるへこき素質を具有すぺき理なり。i然るに

試駿成績に於て大差なきこSは醗に貯藏の影響を惑受せるものS思考し得ぺ歯ものにして、其

の事實は第2試験に於て立燈し得ぺし。

　第2試瞼の第1同試験に於て・一・Aノ瀬の姓藏枝條が、無貯藏伎條より生育良妊なる芽数億に多

きも、其他の揚含は総て無貯藏枝條に於て生育良好なる芽藪多き結果より魏て、枝條の貯藏は

芽の生育機能を減殺するものε認めらる。然れ共貯藏期閲15～30日の昏輝問に於ける影響の差

異は本試瞼に於ては明瞭ならず。　　　　　　　　　　　　　　，

　伺ほ貯藏枝籐に現はれナこる顯著なる差異は、新櫓及び葉柄が比較的徒長し漿身の貧小なるこ

ざなり。

　　　　　　T．　1，　　　　　　3・　牧　　　　穫　　　　量

（1）全　　芽　　量

　全芽の縄i封量に於ても或は全芽肇に於ても、第1、第2試験をi逓じ無貯藏枝條ε，貯藏枝條

εの閲に一定の傾向なく・從つて金芽ミしての牧穫鍛には貯藏の影響著しからざるものの如

し。

（2）　正　　漿　　蚤

　正舞の縄饗蟄｝こ於ては多少の例外ありしも、無貯藏枝條は姓藏枝條より牧穫量多く、且正葉

牽に在りても概ね無1瞥藏枝條に大なるものSす。而して貯藏期聞15～30日の各鷹間に在りては

一定の傾向を認めず。

　要するに伐探後枝條を貯藏する揚合は、芽の勢力蓑へ且同一程度の開漿芽に於ても葉身貧小

εなり、全芽牧穫i量に大差なきものε難も正葉収穫i量を減少するものεす。

　今是等の試瞼成績表を示せば諏の如しq

9
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　　　　　　　　　　　　第1表　鍍芽及生育
　　　　　　　　　　　（1）　第1同試験　昭抑U年4月10植付

一一＿＿　　項　　目　　　　㌦1、㌧、　　　　　x
麗　男ゴ＼＼く晦「

漏島大葉

一一　t @ノ　瀬

無貯磯

17B

無脇蔵

17周

4，10

3，23

4．】0

3．2B

脆　　苞

闘　　臼

ユ5～コ8

1δ～19

ユ7～コ9

ユ6～20

瀬　　口

18・・－23

ユ8〔．24

ユ8～23

23～26

第1開葉　　第2開葉

22幽ti25　　　　　24～27

2工～26　　22～29

21－25　　　26～30

25～28　　　27｛－31

第3閉葉

26～29

盤5～31

28～31

30～33

（皿）第3回試験昭和12年胡19口植付

陶＼　　　　、，　　　　　＼、、

@颪　　　別

　　　凋

黶_磐療月日

目

脱　　噛 燕　　口

｝錦1閉葉

館2開葉

一．｝

�R開灘

一 一「1　　口

無貯麟 4．19 10～ユ3 ユ9～14 工6～17 工8ん20
一

篇　島　穴葉 工5日 4．4 13～16 コ学～19 20～22 23～26 25～2ケ

30日 3．23 12～14 14－16 18～20 20御22 2s岬25

　　　　　　　無貯識

一　　ノ　瀬　ユ5日

　　　　　　　30日

4。19

4，4

8．23

1e｛－12

ユ4～ユ5

16’－17

14～16

ユ9～20

21～22

17～工9

21－v22

23－25

20・h－22　　　22～2蝿

23～25　　　　　26・｝28

26触28　　、＿

（皿）　第4同試験　昭和工2年6月4日植酵

　　　　一”wt『’”一一一一＿．＿＿項　　目

．　es　別　　液楡臓一＆一燕　゜策1開葉錦2開葉第3鱗

o

輻　島　大葉
コ5日

R0日

4．！9

S．4

　日　　日

HO～11

P3～14

ユ2～14

?T～16

コ5・｝17

P7戸｝18

18～20

?W・｝20

19～23

Q0－22

　　　　　　　】　5　日　　　　4，19　　　　　ユ1一一12　　　　　　12－》13　　　　　　ユ4一げ16

一　　ノ　瀬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　30　口　　　4，　4　　　　　15～16　　　　　17～18　　　　　19～20

　　　　　　　　　　　第2蓑　開葉別芽撒歩合（％）

　　　　　　　　　　　　　第1　試験成績褒

ユ7【ソエ9

21～2壬

19・｝22

2壬～27

　　　　脆　苞
調査芽数　　　～　　　第1開葉

　　　　燕　口
第2開葉　　 第3開葉　　 第4開葉　　 第5開葉

島

　　　　　無貯藏E｛　　　　　17日
墨24 25．00

奄U．77

8．33

P2．50

工6．67

W．33

ユ2．50

曹U．67

26．00

?Q．50

コ2．60

R3．33

　　　　　無貯槻
d｛　　　　　i5目

39

S0

17．95

@1
T7、5，

12．82

T．00

25．64

P6．00

28．20

?Q．50

工O．26

V．50

5．18

Q．50
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大

葉

ノ

瀬

1・｛難
38

40

39

50。00

42．50

38，46

IS。42

ユ0．00

15．38

10，53

15．00

5，13

Iv｛鵬
32

36

21．21．

41，67

21，21

11，11

12，12

2．78

18．42　　　　　　0．00

7．50　　　　20．00’

コ0．26　　　　　15，38

劉；1：ll

2。63

5．OO

15．3S

コ2，12

24，99

1｛

狂｛

無貯藏

17日

無貯藏

15日

23

23

38

36

52，17

39，12

39，47

44，44

3．04

V．39

21．74

W，701

4．35

P7．39

8．70

?R，041

0．00

S．34

13ユ6　　　　　ユ8．42　　　　　ユ8。42　　　　　　5．26　　　　　　5，26

22．22　　　　　25．60　　1　　　　2．78　　　　　　5．56　　　　　　0．oo

1旺．｛欝 38

37

86

34．21

56．76

47，22

21．05

13，51

19，44

18，43

工0．81

i3。89

21・95

5．40

13，89

O．OO　　　　　　5．26　’　＿．

8．工2　　　　　5、40

5、56　　　　　　・0．00

Iv｛誌1
34

R6

82．35

S7．22

　　　11．76臨　　　13．89 17．65

t．11

17．65

W．魯3

17．65　　、　・コユ・76

　8，魯B　　　　　　ユ6の67

8，82

2。78

第　　E　　試　　1瞼　　成　　継ピ表

＼項　周
輝，別　＼

島

大・

葉

1｛

ガ｛

無貯麟

1ヅ日

．無賂磯

26日

一 股　強
剛査芽数 　州

香@口
蜘開葉 第2開葉 第8開葉 第4開葉

第5螺　　哩

｝一
2含 8．69 18．04 ．8．70 8．70 52．17 8．70

2屡　 16．67 12．50 8．33 16．67 ヱ2．50 39．33

24

27

25．00

14．82

8。33

18，52

16．67

3B，33

12，50

29．63

25。00

3．70

1250

0．00

　　　　　無貯癌皿｛

　　　　　15日

　　　　　30日

40

40

39

ユ5．70

57、50

38，46

コ2．50

5．00

15．38

工5．00

15．00

5，13

ユ7，δ0

ユ2，50

10．26

20．00

7．50

15，38

コア，50

2．5り

15．88

Iv儒
39

40

36

17．95　　　　　12．82　　　　　25．64　　”　 2S．20

42，50　　　　　：10．00　　　1ユ5．00　　　　’7．50

4工，G7　　胃　　ユ1．11　　　　　　2．78　　　　　　5．56

10，26　　　1　　5ユ3

20響00　　　　　　　5．00

18，89’　　　　24．99

1 ｛響
　　　幽

19

23

36。84　　　　　15。79　　　　　15、79　　　　　21．05　　　11　10．53　　　　　　0。0（｝

3g，12　　，　　　ユ7．39　　　　　　8．70　　　　　17．39　　　　　、：t3。04　　　　　　4．36

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j



32　　　　　　　　　　　　　　　　　　螺　　．　　糸糸　　　1　學　　　　菊it　幽　　露志　　　　　　　　　　　　　　∫ζ箪▼卜一巻

ヂ

／

瀬

ガ囎
23

Q6

52．17

S6．15

13．04

?X22

21．瓢

Q3．08

4．35

PL5缶

1｛饗，
38

36．

36’

34．21

4生，4生

47．22

ユ3，コ6

22，22

19，44

21．05

25．00

コ3，89

15．79

2．78

13。89

8．70

0、00

ユ5．79

5，56

5．56

1・
o欝

38

37

36

39，47

56．76

47．22

13。16

コ3．51

ユ3．89

18．42

10、81

11。11

18。42

5，40

8．33

5，25

8。12

16。67

0．00

0．OO

0．00

0，00

0．00

第3表，　JI父　　　　穫　　　　叢丘（樹1條軍均）

　　　　　　　　策　　1　　　試　　瞼　　成　　粒貸　　衷

5．26

5flO

2、78

　　　　　　　　　　　　　頂　　口、

デ縦 @　刑　）’＼＼ 枝副
牧　穫　激　（Yd）

論　刺」・1薬

澗

1－ o響響
22，00

21，16

2，23

2．45

0、88

0。77

島

　　　　　無貯磯正｛，5口 23．e3

25，39

2．20

108

1．07

0．79

木

　　　　　無貯戚

皿｛lll
19，41

22，S4

26，19

2．88

3．13

3．20

0。85

ユ．11

1。15

ll父　　　穫　　　落獅　　（％）

蜘　芽L臓　葉

10。コek

工1．58

9、55

7．01

11，76

ユ3．70

ユ2，22

『葉・

珊’ o螺．
　　18．97

?u Q1．59

　　1　　　　含

?P89

Q．39

0．90

O．99

1

1響瞥
　　20。17

一22。42

1，85

128

0，65

0。50

．皿�o讐脊
21．10

zc　1，93、

1，89

；．嬰

0．86

0．β6

ぢ
　　　　　無跡藏
皿｛ll：

21．20

21．c）3

21，35

1．75

2・G9

コ．昼S

0．86

0．74

0．56

9・ユ7

5．71

8．96

q．43．．，

§・呈5

9．G6

7．49

4．00

3、64

4．65

3．11

4，38

4．86

4．39

4．74

4．59

3．22

3．23

4、OS

2．96

4．06

3．4箔

2．62

瀬 1・｛1：：1　：劉　1：笥　1：：llll：19’ll：；’1
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第　1［　誠　験　成　績　淡

蕪㍉∵枝（lli）澱

湖

島

葉

ノ

瀬

　　無貯鑓1｛
　　」　ワ　v．i

　　無貯戯・｛

　　2　6　f・1

2）β3

21．26

L）2，00

ユ5、00

牧　穫　癒　（Jd） 収　穫　晦（％）

杢　；r－Ifi三　漿　全　蝋：IE　葉

2．49

銘、45

1．oア

0，77

11，，95

11，58

2。23

コ．6s

0．88　　　　　　　　：【0。14

0，73　　　　　　コ1．20

　　勲貯識　　　　　　　　　　25．92　　　　　　　　　　　　　　　　2，83　　　　　　　　　コ．28皿｛

　　コ　5　日　　　　　　　　　　25．39　　　　　　　　　　　　　　　　コ．78　　　　　　　　　0、79

　　3　0　i魑1　　　　　　　　　　26．ユ9　　　　　　　　　　　　　　　　3．20　　　　　　1，16

　　無貯藏1｛

　　1　7　r1

　f無貯微
1［　i26Pl

皿｛懲

艶3，03

22．8孟

21．59

19。50

22．42

　　　20，17

1　『ユ5・oo

23．4S

21。93

21．35

21，10

21、63

19．71

コo．92

7．Ol

12．鶉2

fl．20

3．工3

2．39

11e7

1，11

O．97

9．56

13．70

ユ1，07

1．49　　　　　　　　　0、72

ユ，2S　　　　　　　　　O．50

7．64

6。71

1．85

」．50

O、6δ

O，75

9、ユ7

10，00

1。76

1、41

1．58

O，79

0．65

O。56

工．89 0．86

2．C9 0．74

1．45 0．65

7．50

6，43

7，40

8．96

9、66

7、36

5ユ4

3，64・

、・1・．OO

4，87

4，9躯

3，1．1

4，39

4t，6r）

4．86

4．59

3．69

鶏．器

3．22

－－T，00

（VI）枝條の存置芽数と芽の生育との關係

1．嚢芽　の遇遽

3．86

2．96

2．62

4，08

3。42

3．80

　供試枝條の芽激を制限し、1枝條1芽させるものは2芽以上存置せるものより磯芽並に其後

の挙育速なり。然れ共氣湘上昇し生育の促進せらるる場合に於ては其盤幽少ざなる。爾ほ2芽

以上4芽を存置せるものに於ては差異を認め難し。

　　　　　　　　　　　　　　2，　生　　育　　1伏　　況

　存置芽藪多きに從ひ未開焚芽及び坐育の不良芽撒を増加するこミ顯著なり。師ち鵬鵬大漿に’

於ては1芽を存踵せるものはb3枚以上開漿の坐育良好なゐ芽撒歩合8駐彫に封し4芽存置せる

ものは46％に減じ、jR－一ノ瀬に在りては1芽存置78％に封し4芽存瞠のものは40％なりo



34　　　　　　　　　　　　酸　　　懸　　‘畢　　　難　　　聴　　　　　　　　　〔：第十一巻

　　　　　　　　　　　　　3．牧　　穫　　激
（1）k　　芽　　蟻

　全芽の紹饗量は存置芽数多きに從ひ壇加するも、3芽S4芽存置εの爾嘔閲に於ては殆ん♂

差異を認めず。

　全芽i肇に於ても其の傾向は絶封量の揚合ざ全く同一なりo

（2）正　　漿　　量

　正漿の継樹量は全芽の揚合ε同様に存置芽撒多きに從ひ其の蝕を塘加するも、程度は著しく

遍滅す。正葉牽に於ても亦同一の結果を示せるも、其の程度は更に遍減せり。要するに切蜥せ

る枝條に1芽より4芽迄を夫々存置せる場合の牧穫量は芽数少爵ものに方ミて芽のEI三育良好にし

てs桑葉は大形ざなり、灰謂良桑を得らるるも牧穫総量は減少す。之に反し存躍芽撒多きもの

は各芽の生育は一般に劣り、桑溝は惚鮫的貧小なるも敢穫総鼠は喰加するものSす。

　今是等の試験成繍表を示せば次の如し。

　　　　　　　　　　　　第1表トW穿及生育
　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　賃召耶012年3月20日樵イ寸

＼一　　　項　　日
遡　別　　～、＼＼

編島大葉

一A @ノ　瀬

ユ封こ

2穿

3芽

4芽

1穿

2芽

3芽

4芽

脱　　窟

口　　阿
20iv22）

20～21

20－21

19－20

19制21

19～21

21～22

19～21

燕　　口

21～2諺

賂～24

22ny23

22“v23

22囎23

22～23

24～25

23～24

第1開葉

23｛・24

24・－25

24～25

2壬～25

23～25

23～25

27－・28

24～26

第2開葉

24～26

25”－26

26ヤ27

25～26

36～27

26～28

28～30

26～28

第3開葉

％～26

26｛闇28

28～29

26岬28

（K）　昭和12年4月4日糖傍

27・v28

29～31

30～31

29～31

＼＿　項　目
　匿　別　＼＼

澗島大葉

・一 @　ノ　瀬

コ芽

2芽

3芽

4芽

1芽

2芽

3芽

4芽

i脱祢

15～ユ6

ユ5～16

15－L16

16～17

17～18

ユ7～ユ8

16～コ7

ユ6～17．、

燕　　口
1第・開葉1第2開葉

16～ユ8

17～ユ8

17～18

工7～18

18～19

18～ユ9

18～19

．1＄r》19．．

18～ユ9

ユ8～ユ9

18～19

18～19

20～21

L）O－2ユ

2e～21

19～20

19〔－21

工9～20

19～・20

ユ9－－20

21・・一　L，2

21～22

21～23

20・｝錫

i第・開葉

21～23

22～24

21〔げ2v”

21～23

23～24

23～24

22～24

23・｝25
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、、 @・　　　　　　　　第2表　開葉別芽鰍歩合（％）

、～’ _～～、　項　　目
m’ @別　』一．’1’＼一一＿＿

編島　大葉

一　　ノ　　瀬

1芽

2芽

3芽

4芽

1穿

2穿

3穿

4穿

　　　　脱　鵜
調査芽敷　　～
　　　　燕　口

18　　　0．00

，？S　　　5，26

57　　　10．53

学4　　　16．22

18　　　5．56

36　　　5，56

57　　17．54

73　　　　　30．14

第1開葉 第2開葉

0．00　　　11．11

黛，63　　　　　2⑰，32

7．0衆　　　21，05

18．92　　　　　18．92

コ．1、11

13．89

ユ2．28

19．18

「5，56

25．00

22，81

9．δ9

第3開葉 鰍開葉

5．56　　　　55．55

26．32　　　　　18。4日

31、5S　　　　　19．30

21．61　　　　　18．92

コユユ1

25，00

26．32

23，29

38．89

16，6G

19130

ユ3．70

第5開葉

第3i表　牧　　 穫i　　燈（封ユ傑李均）

27．78

2ユ．05

10．53

5，41

27．78

13。89

ユ。75

4．11

　　㌃＼＼＼顎瞑…按條鍛
島　．一一．．L．．2i」＿4．1．＿＼ここき」L（rd）

脳島馳蝸t

一　ノ　瀬

叢罎

釧蝶

20，59

20，74

20．62

20．コ2

100．0

100．7

99．7

97、7

1 18，60

工9，84

18．92

20．68

100．0

106，7

101、7

ユ11。2

牧　獲　鰍（冗） 収　穫　…寧（％）

鰹穿上．葉 全芽」疋葉
1 　阜ユ．84

工、92

2，34

2，35

コ．02

コ．00

工．ユ7

コ、13

8．94

9．26

11．40

11．68

100．0

104．3

127．2

127，7

100．0

98，0

コ14．7

110，8

100。0

108、6

127、5

130．6

1。36

ユ．72

ユ．91

1。89

O，79

0，98

1．02、

1．00

7，31

8，69

コ0？10

9，41

100．0

1，26，4

140，4

コユ9．0

コ00．0

124．1

ユ29。1

コ26，6

エ00，0

120．6

ユ40．1

126．8

4．95

4．82

6，70

6．62

コ00，0

97，4

115，2

ユ13，5、

4，25

4．95

5．49

4．84

皿・考　　案

工00．0

116、6

ス29．2

113，9

1．桑品種別の生育關係に於て輻島大葉は生育最も良好にして、扶桑丸及び・…Lノ瀬之に亜ぎ1
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　創持、伊還市李、島ノ内の1順位に不良なり。侮ほ以上の事實を藥温種の系統別に考察せばb

　山桑系は生育概して不良にして、白桑系及び魯桑系に於て生育佳良にしてN牧穫鼠多壷もの

　ミす。

　然れ共花芽の蕾生多由品種に在りては花が漿に先んじ褒育する關倣h、貯藏養分が之に溝盤

　せられ、藥の生育不良なり。

　故に伐探枝條を利用し、稚慧用桑を育成せんεせば花穿の形成少く、且生育良妊なる品種に

　して、然も普通の肥鷹條件に於’C　i漿質の優良なる素質を具有する桑品種な利用するを可ざ

　す。

2・　伐探枝峰を其のまN用ふ馴1寺は、褒芽動に其の後の生育不齊ざなるのみならずヤ閉葉敷少

　きものなれば、枝條は30糎内外に切噺して植付を行ふを可ざす。藩し枝條金髄を共のま・植

　付たるものが生育不良なるは、生匙巨的に最も箪要なる水の上縢作用が完全に行は才しざる結堅

　ならん。

　爾ほ實用的見地より育戒上の経潴關係を考寮するも、切臨せる枝條は比較的Zド両的の簡躍な

　るフレームの使用に依り其の目的を選し得ぺきも、長昏枝條を利用せんには、床蜜を立慨化

　せざるぺからざるS共に、之に附随して床内漉灘度蛇に日光等の調節に翻亀し・一段ε発歪なる

　設備を爲すに昨ざれば所1田の戒績を牧め難く、從つて稗遜的利用性を乏しからしめ、蜜用的

　便値を減殺するものの如し0

3．枝條の上、中、下各部分に於ける芽の生育は、下部不良にして金踏率を始め正漿敗穫轍少

　し。上部及び中部は前者に」：ヒし生育良好なるも、爾薪閣に於ける蕪異は明瞭ならず。

蜘一般植伽照廊撚に於ける穗木蹴ね購艦し、㈱養分特嵌靴伽鰍
　多き枝條の下部又は中部が畿眼活蕾の成績良好なりεせられをるも、著者等の如く蹴に枝條

　に於ける芽の生育のみを目的Sせる揚合は、穂々其傾向を異にせり。鎚ヒの事魔に關し志佐誠

　茂は挿穗の研究に於て嚢根は炭水化物の含量多く・蟻素分の少き枝條に良女丁・にして・枝條の

’襲芽及び生長は窒素母多くi炭水化物の比較的少きものに良鮮なりし專を報欝せられをるも

　のにして枝條の下部は其組織充蜜しをるも・芽は寧小にしで上・中部の弧勢なる男｛に比較し

　生理的に嚢育機能減退せるを以て、護機を俘はざる揚合の一ll＄的生育は上、巾部に於て良好

　なちものならん。

4，枝條の伐探時期に依り芽の生育異なり・上田地方に於ては3月下旬より4月中旬迄伽浄期

に於ては期遽献從ひ蛸根なるが如し・，、畢れ伐榊欄よ桑樹姓脱よ幟て・鰍

状態蒲撚る蘇鮪す噸ものにして・遠藤駈或鵬舐勒鰍流醐摺す珊究
　或はRiviere氏の枝條に於ける・貯藏養分含量の時期的關係等の成績より考察するも、休眼

　期々脱したる後は興のP寺期の遽るるに從ひ、生育の不良言なるべきこミを酋欝し得るものε

　す。

5，伐探後枝條を貯藏する揚合は、自口時殖付tcるものに比較し芽の生育劣り、且新捨及び漿柄

　が徒畏し正漿騒を遍減す。是れ貯蔵の操1乍に萬登を期し難きこざが其の一原閃ならんも、更

　に貯藏夫れ自瞳が芽の虫育機能を損傷せしむるものならん。

　爾ほ實行上考癒すぺき事項につき附言せんに・前述の如く枝條の伐操は早きを可ざするを以

　τ、斯る枝條を一定期間貯藏して使用する揚合S、伐探時期を逓くして即峙使用する揚合ε

　の得央を推考せんに、伐探の時期的關係に比較し貯藏の影響梢々大なるが如費を以て、伐探

　後直ちに植付を行ふ手段を採用するを可Sす。

6．枝條に於ける芽の生育1よ上部1，2芽に最も旺盛にして、以ド各穿の生育は著しく減退せ

　ゆ6然れ共一定限度内に於ける枝條の全瑚敬穫量は着芽藪多きに從ひ幾分塒加するも、藁ば
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　貧小なるを以て正藁ざしては却つて減少せり。敏に豊大なる良桑を得んには枝條槽付後に於

　て芽の破葱程度に焚育せる時…に上部2，3芽を残し、仙は之を摘除するを可ξするものミす。「

　　　　　　　　　　　　　　　　　IV・総　　　括

　夏秋螺専用桑の春期褒芽前伐探枝條を利用し、入儒的に爽芽鑑育せしめ、雅翼用桑を育成せ

る戒績を絡括すれば次の如し。

（・）酬澱鰍況　1・桑樋ざ芽の蛸εの陥

　職島大漿は礎芽初期の生育幾分逓るるも、其後の巫育遽なるを以て結局他の品釈より礁育早

く、．「昧開葉芽及び嚢育不良芽歎少し。

　一ノ瀬は出育の1鑑度中位にして末開漿芽梢々多く、且花穿の謝1ζ多訓；馴条に於ては鰻の磯育

不良なるも、否らざる按條に在りては瀟擶大ξ薙に雌ぎ雄育良妊なり。

　扶桑丸は生瀞獲度一ノ瀬ε障1程度なるも、未開鷲芽は梢々少く輻島大瀧に匹敵せり。然れ共

開漉糧度に於て3，4蘂迄は良好なるも、其後の生育は篇鵬大藁に及ばざるものεす。

　側持は覆芽初IPIの生育速にして、米閉藁穿少く戚績良婦なるも、】，2枚開藥以復は生脊蓑ぺ

藥身の展伸不良なり唱
B

　伊煙市李及び島ノ内の2品種は米囲襲菟ζ最も多くb且花芽の轍1移嚢を以て漿の磯脊不良な

り。護芽は伊還市不棺々早く、嵩ノ内は6品種中最も遡きものざす。

（2）　牧　　穫　　量

　瀬筋大薫は牧穫歴最多にして、供試枝條に欝し粂穿牧穫鍛10％、正漿牧穫驚4％内外を添し

一一一 m瀬及び扶桑丸は瀟島大藥に距ぐものざすQ

　創持は全芽牧穫：壁比較liり多きも、漿身貧小なる霧正葉巌εして減少し成績良好ならず。

　伊1垂市不及び島ノ内は全跡及び正漿牧穫驚共に最少にして、域績最も劣位にあり。

　　　　　　　　　　　　ll’．枝條切断の長さε芽の盤育ミの關係
（1）　機芽及び生育1伏況

　枝條を25糎に切噺せるものは・30縢に切断せるものに比し坐育幾分選くる。未開葉芽及び開

葉程度等に於ては爾癌閥に差異を認めず。

（2）　牧　　穫　　量

　全芽及び正葉の絶封燈蚊に正漿傘1ま30糎のものに多きも製全芽奪は25糎のものに大なり。

　　　　　　　　　　　　　皿．枝條の部位S芽の生育εの關係
（1）　畿芽及び生育状況

枝條の下部は礎芽及び生育既して邊く、．［昧開褒穿及び少数開薫穿多し。中部及び上部は下

部に比し嚢芽開葉早く、且つ寄芽の開鷲数多く盤育良静なり。

（2）　放　　穫　　撮：

　全芽の縄野量は中部及び下部に多きも、全穿率・正漿蟄蚊1こ牧穫率に於ては下蹄最少にて中

部及び上部に大なり。故に實質的牧穫蚤は申部及び上部に多きものS見微し得ぺし。

　　　　　　　　　　　　1、L枝條の伐探隠期S芽の生育εの蘭係

（1）礎芽及び生育1伏況

枝條の伐探を3月下旬より4月中旬迄の期間に行へる揚合、其の時期の早きに從ひ未開藁芽

及び少鍬開葉芽藪を減少し、雄育一般に良好なり。

（2）」ilc　穫　　鍛

　全芽牧穫騒に於ては稽々明瞭を訣くも正藥牧穫最は伐採時期の早きものに多きものミすo
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　　　　　　　　　　V，伐探後に於ける枝條の貯藏電芽の雄育εの關係

（1）　嚢芽及び生育駄況

　枝條を貯藏する場合は無貯藏のものに比し嚢芽及び生育幾分雌れ、且未開葉芽及び生育不」遙

芽を増加せり。然れ共貯藏日藪15日乃聚30rlの範園内に於ける各慨間の蕪異は明瞭ゐこらずa

（2）　牧　　穫　　慌

　全芽牧穫激に於ては一定の傾向を認め難きも、貯戴枝條に於ては新稽及び勇董柄徒長し・漿身

比較的貧小なる矯、正漿放穫量を減少す。然れ共1卵乃聚30日の範圃内に於ける塔嘔間の難異

は明瞭ならず。

　　　　　　　　　　　　　VI．枝條の存置i芽鍬ざ罫の蛋育Sの關係

（1）　褒芽及び生育｝リミ況

　1枝條1芽を存置せるものは、2穿以上存置せるものに比し被芽及び雄宵遡にして開瀧撒を

塘加せり。2芽以上4芽蓬の枝條に於ては磯穿のSLt度に大蕪なきも、：芽の生育は存置芽数の多

きに從ひ不良言なる。

（2）　牧　　穫　　搬

　全芽量に於ても、正藁激に於てもb枝條に於ける存置勢数多きに從ひ放穫蟻は」曾加す。窮餐れ

共紫身貧小NSなるを以て豊大なる桑漿を得んには、1枝條の存麗穿獣を皇，3警に制限するを町

εす。

　　　　　　　　　　　　　　　　（於長野縣澱業試験揚．【澗丈場）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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